


























































































･ (lbt(- t')p(i),b]+ lb (- i')p(i),bt])
+ ((Bl(-i')BL)B+ (B L(-t')B,t)B)
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図2様々な時刻における､J=0の展開係数からなる数列の絶対値のヒストグラム｡量子結合系､
熱浴のパラメータは､図1と同じ値にとった｡
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三次元グラフ 苛戚扱グラフ
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図3様々な時刻の単モードボソンの擬確率密度分布関数｡右側が3次元グラフで､左側が等高線
グラフ｡座標のとりかたは､丁-0の場合とすべて同じ｡量子結合系､熟浴のパラメータは､
図1と同じ値にとった｡
｢事3回『WTF密封e)諦聖昏湛』ヾV,itG hL｣(巾02
図3様々な時刻の単モードボソンの擬確率密度分布関数｡右側が3次元グラフで､左側が等高線
グラフ｡座標のとりかたは､T=0の場合とすべて同じ｡量子結合系､熟浴のパラメータは､
図1と同じ値にとった｡
望dGjil蝉甚塘
｢第3回 『非平衡系の統計物理』シンポジウム｣(その2)
6 まとめ
皇子結合系 (ジェインズ･カミングスモデル)が､そのまわりをとりかこむ環境の影響をうけて､
熱平衡状態でカノニカル分布を形成するに至る､緩和過程をミクロなメカニズムから定式化し､皇
子結合散逸系の綾和過程を ｢カノニカル分布の形成｣という観点から､密度行列の展開成分のダ
イナミックスに注目して考察した｡
密度行列の成分の運動方程式 (基本方程式)は､三項間微分方程式であらわされ､これは連分
数の形での厳密解を持つ｡密度行列の展開成分の対角成分は､エネルギー固有状態への分配確率
を表わし､非対角成分は皇子的相関､すなわち､位相を表わす｡
光子系の初期状態をコヒーレント状態にとって､光子系の擬確率密度関数を数値計算で求めた｡
極短時間領域においては､状態の重ねあわせに起因する､ジェインズ ･カミシグスモデルに特徴
的な､いわゆるシュレディンガ-の猫状態をとり､次に非対角要素の消滅 (位相緩和)が短時間ス
ケールで起き､そして長時間スケールで正しい熱平衡状態にむけて残った対角成分間で遷移がお
きる (エネルギー緩和)､ということが定性的に明らかになった｡さらに定量的な分析は､今後の
課題としたい｡
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